
１　地域の概要

指定地域

拠点校

連携校

組織体制等

２　事業スタート時の現状と課題

４　事業終了後の体制づくり
幼児教育施設と小学校から事業の継続に係る要望があるため、「保育と教育の架け橋を創るカンファレン

ス」や「個別の支援計画の作成」を芽室町の子育て支援システムに位置付け、継続して行うことができる体
制の構築を図る。

４ 芽室町

芽室町

芽室小学校

芽室西小学校・芽室南小学校・上美生小学校
めむろかしわ保育園・めむろてつなん保育所・ひだまり保育所・上美生保育所
・芽室幼稚園・北明やまざと幼稚園

幼保小連携・接続推進協議会（幼児教育施設長、小学校長、町子育て支援課）

　 ３　年間スケジュール

○芽室町の発達支援システムに、幼保小連携を目

的とした「保育と教育の架け橋を創るカンファ

レンス」を年３回位置付け、幼児児童の生活、

発達、学びに関わる情報交換を行っている。

●「保育と教育の架け橋を創るカンファレンス」

が、保育内容と教育内容に関わる情報交換や研

修の場として活用できていない。

●幼児教育施設の担任は、小学校での取組に対す

る関心が高いが、小学校の学級担任は、幼児期

の情報・保育内容への関心が低い傾向が見られ

る。

○合同の学習会に多くの職員が参加するようにな

り、幼児教育施設と小学校の幼保小連携の意欲

が高まっている。

●幼保小連携のための取組を一層充実させるため

に、他市町村の取組などの具体的な情報提供が

必要である。
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就学通知 

検査の案内 

就学児 

名簿作成 

所属所訪問 

保育と教育の架け橋を創るカンファレンス① 

就学時健診 

要録引き継ぎ 

巡回相談 

教育支援委員会 

一日入学 巡回相談 

保育と教育の架け橋を創るカンファレンス② 

教育支援委員会 

入学 
児童クラブ

引き継ぎ 

保育と教育の架け橋を創るカンファレンス③ 
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①幼児・児童の交流～芽室町～

【小学生がコマ作り教える様子】

【年長児に案内状を渡す様子】

【小学校生活に関するクイズの様子】

・小学校第５学年の児童が保育所の年長児に、小学校に関するクイ

ズを行う交流を総合的な学習の時間に設定した。第５学年は、次

年度に第６学年として、第１学年のお世話をするため、年度内に

関係をつくり、円滑な関わりにつなげることをねらいとするなど、

活動内容を工夫した。

・第１学年の児童が保育所の年長児に、小学校で行うお祭り活

動の招待状を届ける交流の時間を設定した。第１学年の児童

は、昨年度まで過ごしていた保育所に先輩として訪れること

により、誇らしげに伝える様子が見られた。また、小学校の

お祭り活動当日は、年長児が参加し、児童と交流を深めた。

・一日入学の授業参観時に、年長の幼児と小学校第１学年

の児童の交流の時間を設定した。交流の際に、児童から

工作を教えて幼児と一緒に作ったり、遊び広場を開催し

たりするなど、年長児が安心して入学を迎えることがで

きるように工夫した。

・町内にある４つの小学校は、学校の規模や幼稚園、保育所までの距離などの条件が

異なるが、それぞれの環境に応じて、積極的に交流の機会を設定すること。

小学校と幼稚園、保育所が隣接している場合は、幼児と児童が短時間に行き来がで

きるため、一層交流を深めることができる。

・卒園後に入学する小学校が複数ある保育園では、自分が入学する小学校を意識でき

るように、バス遠足の際に各小学校の前を経由して目的地に向かうルートを考えた

り、児童クラブの施設を休憩場所として利用したりするなどの工夫を行うこと。

【成果】

・年長児が一日入学の前から、小学校の場所を

知ったり、小学校の児童と関わったりする機会

があることにより、幼児が小学校入学に向けて

安心感を高めることにつながった。

・各幼児教育施設や小学校が実施可能な条件の中

で、交流の時間の充実が図られるように学習活

動の工夫を行った。

【今後の見通し】

・各幼児教育施設や小学校にお

いて、行われた交流の内容を

紙面等で情報共有し、交流に

関する活動内容が充実するよ

うにする。
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②保育者・教職員の交流～芽室町～

【写真絵本】

・「５歳児と１年生の今～芽室町の幼保小連携～」をテーマとして設定し、幼児教育施設

の年長児担任、小学校第１学年の学級担任から、幼保小連携に関わるポイント等の発表

を行った。

・研修会の参加対象者の幅を広げて、発達支援センター職員や町外の関係者に研修会への

参加を促した。

・写真絵本を見た年長児からの意見だけではなく、幼児教育施設の年長児担任や発達支援

センター職員の要望を取り入れて、障がいのある児童が静かな場所に移動したり、補聴

器を使用したりして学ぶ様子を写真絵本に追加するなど、年長児の安心感が高まるよう

に内容の充実を図った。

【成果】

・町内外の幼稚園、保育所、小学校、発達支援セ

ンターなど、様々な職種の参加があり、それぞ

れの実践に関わる情報交換を行うことができた。

・年長児に写真絵本を見せた後に、幼児教育施設

の年長児担任が小学校の取組に合わせて、給食

の準備の仕方を工夫するなど、小学校生活に見

通しがもてるように幼児教育施設と小学校の教

員が連携して取り組むことができた。

【幼児教育施設及び小学校の教職員等による合同の研修会】

テーマ「５歳児と１年生の今、芽室町の幼保小連携～年長児担

当・１年生担当になった時におさえたいポイント～」

・当日は、町内外の幼児教育施設及び小学校から50名を超える

教職員等が参加し、芽室町の幼保小連携の取組及び「幼児期

の終わりまでに育ってほしい10の姿」を確認するとともに、

実践発表として、ひだまり保育所による年長児のことば遊び

や役割遊び、描画製作の保育場面の動画視聴や教育委員会に

よる「就学に特別な配慮が必要な子どもが年長になったら」

という内容で就学までの流れや学校見学、相談事例の紹介を

通して、幼小連携の要点について互いの理解を深めることが

できた。

【小学校の様子を紹介した写真絵本】

・幼児教育施設の年長児が小学校の様子を知り、

小学校での学校生活に見通しがもてるよう、

推進リーダーと幼児教育施設の教員が連携し、

入学する小学校に応じた４種類の写真絵本

「もうすぐ１ねんせい～しょうがっこうって

こんなところ～」を作成して、推進リーダー

が一日入学前の巡回訪問の際に年長児に発表

を行った。

【今後の見通し】

・様々な職種から、幼保小連携・

接続の推進に関わるニーズを集

約し、実践交流を含めた学習会

を実施するなど、合同の研修会

における内容を工夫する。

・事業終了後は、各幼稚園・保育

所に写真絵本を配布し、年長児

の担任が活用できるようにする。
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③効果的な引継ぎ～芽室町～

・保育要録等の文書による引継ぎだけでなく、保育所、幼稚園、小学校、児童ク

ラブ及び発達支援センターの職員が連携し、幼児児童に関係する職員が直接、

情報共有できる場面をつくるようにした。

【小学校の職員による保育参観】

【幼児教育施設の職員による入学後の授業参観】

・３回目は、小学校入学後の６月に前年度までの幼児教育施

設の担任等が小学校に出向き、担当していた児童の学習の

様子を授業参観し、参観後に小学校の学級担任と情報共有

を行った。

・幼児教育施設と小学校の引継ぎを目的に「保育と教育の架け橋を創るカンファレンス」を年３回行った。

・１回目と２回目は、小学校の職員が幼児教育施設に出向

き、９月に特別支援学級に在籍する予定の児童、２月に

全ての幼児の引継ぎを行った。

【成果】

・「保育と教育の架け橋を創るカンファレンス」

が、町内の取組として定着したことにより、カ

ンファレンス後にも、幼児児童の情報を電話や

訪問等で情報共有できる職員間の連携体制が構

築された。

【今後の見通し】

・関係する職員が、互いの教育現

場に実際に出向いて幼児児童の

様子を参観したり、交流したり

できる体制を継続できるように

する。
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④スタートカリキュラムの充実～芽室町～

　

【見通しにつなげる

時間割の視覚化】

【時間の意識につなげ

るための工夫】

・第１学年の学級担任が活用できるように、推進リー

ダー教諭が生活科の学習内容やワークシート等の教

材を紹介し、各小学校で情報共有した。

・各小学校の取組を交流できるようにするために、声

の大きさや発表方法の視覚化など、児童に分かりや

すい掲示物の写真等を推進リーダーが通信等で紹介

した。

・各小学校の第１学年学級担任が週案のベースとして

活用できるように、幼小連携・接続推進リーダー教

諭が配慮のポイントを記載した「スタートカリキュ

ラム（案）」を作成し、配付した。

・幼児教育施設の年長児担任が活用できるように、推進

リーダーが小学校入学後のスタートカリキュラムにつ

ながる保育の取組を「ヒント集」としてまとめて、各

幼稚園、保育所に配付した。

【成果】

・推進リーダーが幼稚園及び保育所、小学校を巡

回訪問で把握した取組を通信に掲載するなど、

間接的な情報交流を進めた。

・「ヒント集」の中で、生活の中の数、視覚から

入る情報、生活の中に見える操作の力など、項

目ごとに分類して写真入りでまとめたことによ

り、幼児教育施設の職員が活用しやすい資料と

することができた。

・６才児の発達段階と幼児期の経験を幼児教育施設と小学校

の職員が共通理解し、小学校入学後に幼児児童が学習用具、

ことば、生活の仕方を安心して身に付けるための学習環

境の工夫を行い、成果があった取組を町内で共有した。

【今後の見通し】

・新しく第１学年を担任する教諭でも、

円滑に入学式までの準備ができるよう

に、「スタートカリキュラム（案）準

備編」を作成して配付する。

・幼稚園及び保育所に、小学校の様子を

紹介した写真絵本「もうすぐ１ねんせ

い～しょうがっこうってこんなところ

～」を配付し、年長児の担任が活用で

きるようにする。

【声の大きさ、発表方法の視覚化】
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